


は じ め に 
共用設備基盤センター長  高橋 均 

第 5 期科学技術基本計画に｢国は、大学及び公的研究機関の研究施設・設備について、計画

的な更新や整備を進めるとともに、更新・整備された施設・設備を確保するための適切な支援

を行う｣ことが明記され、文部科学省は大学に対してより有効な設備共用の仕組みづくりを奨励

しています。新潟大学においても「設備マスタープラン」を策定し計画的設備整備を試みてい

ますが、学内に分散する研究設備、教育設備の全学共用の一層の推進と学外共用を展開するた

めには、全学にある共用可能な設備等の調査とデータベース構築、設備の共同利用システムの

策定と運用、さらには将来計画を策定できる組織の整備が急務となっています。全学共用設備

の運営を主に行ってきた機器分析センターは、これまで拠点スペースをもたないまま大型機器

を分散管理してきました。また、大学の各部局に分散して設置された大型分析設備は、教員の

個別管理に任されているものが多く、その存在は学内に広く周知されていません。また，技術

職員不足問題も重なり、円滑な共用が行われておらず、共用機器の更なる拡充と運用方法の刷

新とその支援が望まれている状況です。 

一方、放射線設備に関しては、従来から、法律の要請のために拠点施設に集約されており、

様々な分野の研究者に共用されています。しかしながら、専門知識を有する技術職員の放射線

施設への配置が無く、安全管理体制及び利用者のサポート体制は十分とは言えない状況にあり

ます。また、原子力規制庁においても、大学等の放射線施設に対し人材の育成や全学的な安全

管理体制の不備などに危機感を持っており、これらの改善を強く要望しています。放射線を利

用した研究活動を更に強力に支援し，なおかつ安全管理に万全を期するために，人材の拡充や

組織の強化が喫緊の課題であると言えます。さらに，放射線管理のみならず分析技術開発を行

ってきた技術職員も世代交代時期を迎え、これら若手後継者の育成が大きな課題となっている

状況です。 

そこで、本学は第三期中期目標に「研究の質を向上させるとともに、社会からの要請等に柔

軟に対応できる研究支援体制を構築する。」を掲げ、教育研究支援体制及び放射線安全管理体制

を効率的に充実させ研究者の利便性を向上させるために、アイソトープ総合センター、旭町地

区放射性同位元素共同利用施設、自然科学系附置 RI センター及び機器分析センターを統合し

て、共用設備基盤センターを設立しました。新センターでは、設備マスタープランを刷新し設

備・機器等の共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性同位元素等を利用した教育研

究を推進するための全学の中心的機関として施設・設備の管理や教育研究等を実施し、大学の

機能強化に資すること目指しています。基盤的研究だけでなく、地域の研究機関・企業との共

同研究を始めとする国内共同研究、さらには国際共同研究を視野に入れた、連携・融合研究を

支援したいと考えています。また、共用設備基盤センターの業務を持続可能にするために、施

設・設備を維持し独自分析技術を開発できる技術職員および放射線取扱施設の維持や放射線の

安全取扱に必要な管理技術を有する技術職員の育成を進めていきます。当センターの設立を契

機に、安全かつ安心の設備共用によって本学の研究が活性化することを心から望んでいます。
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Ⅰ センターの概要 

１．理念と目標 

新潟大学共用設備基盤センターは、本学における研究設備のマスタープランを立案し、設備・

機器等の共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の

管理や教育研究等を推進することを目的とする。具体的には以下の業務を遂行することで、本学

の研究を支援する役割を担う。 

(1)  センターの利用者の交流と共同研究の促進に関すること。 

(2)  設備マスタープランの立案に関すること。  

(3)  設備・機器の学内外に対する共用化促進及び管理・運営体制の支援に関すること。 

(4)  センターの施設・設備の管理及び運用に関すること。 

(5)  分析機器の安全利用及びその教育訓練に関すること。 

(6)  放射性同位元素利用の安全管理に関すること。 

(7)  放射線業務従事者の教育訓練に関すること。 

(8)  放射線安全管理についての情報の収集に関すること。 

(9)  学内放射線取扱施設への指導助言に関すること。 

(10)  計測・分析技術及び放射性同位元素等の研究開発並びにこれらの情報の収集及び提

供に関すること。 

(11)  センター所属の技術職員の育成に関すること。 

 

２．設立の経緯 

第 5期科学技術基本計画（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）には「国は、大学及び公的研究機関

の研究施設・設備について、計画的な更新や整備を進めるとともに、更新・整備された施設・設

備については各機関に共用取組の実施を促しつつ、その運転時間や利用体制を確保するための適

切な支援を行う」ことが述べられ、文部科学省は大学に対してより有効な設備共用の仕組みづく

りを奨励している。このような設備の共用化の流れの中で、本学においても「設備マスタープラ

ン」を策定し計画的な設備整備を試みてきたが、学内に分散する研究設備、教育設備の全学共用

の一層の推進と学外共用を展開するためには、全学にある共用可能な設備等の調査とデータベー

ス構築、設備の共同利用システムの策定と運用、さらには将来設計を策定できる組織の整備が急

務となった。全学共用設備の運営を行ってきた機器分析センターは、これまで拠点スペースをも

たないまま大型機器の分散管理をしてきた。また、大学の各部局に分散して設置された大型分析

装置は、教員の個別管理に任されているものが多く、その存在は学内に広く周知されていないた

め、共用されていない事例も多かった。 

放射性同位元素（RI）利用技術の開発による先端研究での用途の多様化が進む一方で、大学等

における RI 利用の減少と管理施設の老朽化のため、各大学の非密封 RI 使用施設は廃止される傾
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向が続いている現状を踏まえ、日本学術会議では「RI に関する全国規模でのネットワーク研究・

教育拠点化構想の重要性」が提言された（平成 29 年 9 月 6 日）。本学の旭町地区 RI 共同利用施

設においても、利用者数が減少と技術職員不足が重なり施設の安全管理が困難な状況になった。

RI 利用施設の運用方法の刷新を早急に進める必要があった。 

ついては、研究推進機構の三施設（アイソトープ総合センター、旭町地区 RI 共同利用施設、

機器分析センター）を統合することにより、研究支援体制を整理することとなった。また、統合

した新組織において刷新する設備マスタープランの下で設備・機器等の共用化を促進するととも

に、大型分析機器や RI 等を利用する施設・設備の管理や教育研究等の業務連携を進めることで

本学の機能強化を図ることになった。そこで、平成 29 年 2 月 1 日に共用設備基盤センターを設

立した。さらには、五十嵐地区の放射線安全管理を主導してきた自然科学系附置 RI センターと

の協議を重ねた結果、平成 29 年 10 月 1 日に自然科学系附置 RI センターを共用設備基盤センタ

ーに統合することで、全学的 RI 施設連携が強化され安定的一元的管理体制が構築された。 

 

３．組 織 

 
 

※1 共用設備基盤センターの施設・設備利用に関する問い合わせのオンライン窓口 

※2 研究設備全学共用化推進事業の具体的方策を検討する委員会 

※3 旭町 RI 施設及び五十嵐 RI 施設の管理一元化の具体的方策及び各施設の将来構想を検討

する委員会 
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４．委員会 

各種委員会の紹介 

・共用設備基盤センター運営委員会 

新潟大学における設備マスタープランを立案し，設備・機器等の共用化を促進するととも

に，大型分析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教育研究等を推進する共

用設備基盤センターの運営に関する重要事項を審議するもの。 

 

・研究設備全学共用化推進専門委員会 

研究設備の共用を推進するため、本学の各部局の研究設備の専門家で構成した専門事項を調

査審議させるための専門委員会。共用設備基盤センター運営委員会のもとに設置したもの。 

 

・共用設備基盤センター放射性同位元素管理委員会（平成 29 年９月 30 日まで） 

共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元素管理委員会（平成 29

年 10 月１日より） 

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設における放射線

障害予防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 

 

・共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位元素管理委員会 

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設における放射

線障害予防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議する

もの。 
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各種委員の名簿（平成 30 年１月１日現在） 

○ 共用設備基盤センター運営委員会 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 センター長 教 授 高橋 均 

第２号 

機器分析部門長 教 授 生駒 忠昭     

放射性同位元素部門長 教 授 内海 利男 

第３号 共用設備基盤センター専任教員 

准教授 古川 貢 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第４号 人文社会・教育科学系（教育学部） 准教授 五十嵐 智志 

第５号 

自然科学系（理学部） 准教授 後藤 真一 

自然科学系（工学部） 教 授 児玉 竜也 

自然科学系（農学部） 教 授 三ツ井 敏明 

第６号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 竹林 浩秀 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 早川 岳英 

医歯学系（歯学部） 教 授 野杁 由一郎 

第７号 

脳研究所 教 授 﨑村 建司 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 

第８号 医歯学総合病院 教 授 福島 正義 

第９号 
保健管理・環境安全本部 

環境安全推進室長 
教 授 木村 勇雄 

第１０号 
保健管理・環境安全本部 

保健管理センター所長 
教 授 鈴木 芳樹 

第１１号 
その他センター長が 

必要と認めた者 
特任専門職員 吉田 豊 
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○ 研究設備全学共用化推進専門委員会 

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 設備戦略企画室 特任専門職員 吉田 豊 

第２号 機器分析部門長 教 授 生駒 忠昭 

第３号 
共用設備基盤センター 

専任教員（機器分析部門担当） 
准教授 古川 貢 

第４号 

自然科学系（理学部） 准教授 後藤 真一 

自然科学系（工学部） 教 授 山田 寛喜 

自然科学系（農学部） 教 授 三ツ井 敏明 

第５号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 竹林 浩秀 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 早川 岳英 

医歯学系（歯学部） 教 授 野杁 由一郎 

第６号 

脳研究所 助 教 宮下 哲典 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 
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○ 共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元素管理委員会 

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 内海 利男 

第２号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤  淳 

助 教 平口 和彦 

第３号 

理学部 准教授 大坪 隆 

医学部医学科 教 授  成田 一衛 

医学部保健学科 助 教 吉田 秀義 

歯学部 准教授 天谷 吉宏 

工学部 准教授 狩野 直樹 

農学部 准教授 大竹 憲邦 

大学院自然科学研究科 教 授 伊藤 紀美子 

脳研究所 教 授  﨑村 建司 

医歯学総合病院 
副診療放射線 

技師長 
 羽田野 政義 

危機管理本部環境安全推進室     

第４号 
放射性同位元素部門放 

射線取扱主任者 
准教授 泉川 卓司 

第５号 
その他委員会が安全管理を円滑に

行うために必要と認めた者     

 



－ 7 －

7 

○ 共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位元素管理委員会 

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 内海 利男 

第２号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤  淳 

助 教 平口 和彦 

第３号 

五十嵐 RI 施設の主任者 准教授 大坪 隆 

五十嵐 RI 施設の主任者の代理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第４号 

理学部の取扱責任者 准教授 大坪 隆 

工学部の取扱責任者 准教授 狩野 直樹 

農学部の取扱責任者 准教授 大竹 憲邦 

大学院自然科学研究科の 

取扱責任者 
准教授 佐藤 努 

第５号 安全管理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第６号 その他委員長が必要と認めた者     
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Ⅱ センターの事業報告 

１．センター事業日誌 

年 月 日 事 業 内 容 

2017 年 

2 月 1 日（水） 

 

共用設備基盤センター設立 

3 月 1 日（水） 第１回共用設備基盤センター運営委員会 

3 月 13 日（月） 第１回共用設備基盤センター放射性同位元素管理委員会 

4 月 28 日（金） 第２回共用設備基盤センター運営委員会 

 共用設備基盤センター運営委員会のもとに，研究設備全学共用化推進

専門委員会を設置。 

6 月 14 日（水） 第１回研究設備全学共用化推進専門委員会 

7 月 27 日（木） 第３回共用設備基盤センター運営委員会 

8 月 23 日（水） 第２回共用設備基盤センター放射性同位元素管理委員会 

8 月 29 日（火） 第２回研究設備全学共用化推進専門委員会 

9 月 13 日（水） 第３回研究設備全学共用化推進専門委員会 

10 月 1 日（日） 自然科学系附置 RI センターと統合し，共用設備基盤センター放射性同

位元素部門のもとに，五十嵐 RI 施設と旭町 RI 施設を設置。 

10 月 3 日（火） 第４回研究設備全学共用化推進専門委員会 

10 月 18 日（水） 第４回共用設備基盤センター運営委員会  

10 月 30 日（月） 第５回研究設備全学共用化推進専門委員会 

11 月 29 日（水） 第６回研究設備全学共用化推進専門委員会 

12 月 18 日（月） 第７回研究設備全学共用化推進専門委員会 

2018 年 

 1 月 23 日（火） 

 

第１回共用設備基盤センターシンポジウム 

～生命科学における先端イメージング研究～ 
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2．シンポジウム報告 

２０１８年１月２３日午後、新潟大学脳機能研究センター６階ホールにおいて、「生命科学に

おける先端イメージング研究」と題された第１回共用設備基盤センターシンポジウムが以下のよ

うなプログラムと講演内容で開催しました。共用設備基盤センターに改組され、第１回目のシン

ポジウムとして｢先端イメージング研究｣をテーマに，４名の講師(学外２名，学内２名)をお招き

して，先端研究を紹介していただきました。 

 

第１回共用設備基盤センターシンポジウムプログラム 

開会挨拶 高橋均理事（共用設備基盤センターセンター長） 

 

講演 1. 13:05〜13:55 (座長：生駒忠昭） 

大島勇人教授（新潟大学歯学部) 

「電子線マイクロアナライザー(EPMA)の生物医学研究への応用」 

人体は多くの異なった元素からできており、水素、酸素、炭素、窒素などの多量元素以外に、

多 量金属元素、微量金属元素、極微量元素で構成される。電子線マイクロアナライザー

(EPMA) は、縦、横、深さ、約 1μmの領域内の原子番号 4以上の元素の種類や平均濃度を分

析することができる。講演では、簡単な原理から生物医学研究への応用について紹介された。 

 

講演 2. 14:05〜14:55 (座長：高橋俊博） 

岡村信行教授(東北医科薬科大学医学部薬理学教室） 

「神経変性疾患における分子イメージングプローブ開発」 

ミスフォールデイング蛋白の PET イメージングは、アルツハイマー病をはじめとする神経変性 

疾患の早期発見や根本治療薬開発に貢献する画像診断技術である。本講演では、これまでに進

められてきたタウPETプローブ開発や臨床研究を振り返りながら、今後の展望が述べられた。 

 

講演 3. 15:05〜15:55 (座長：吉田豊） 

瀬藤光利教授（浜松医科大国際マスイメージングセンター） 

「質量分析イメージングの生体応用の最近の進展」 

浜松医大では光量子技術の医学生物学応用を進めている。一昨年，光量子医学研究センタ一

が改組され、新しく光先端医学研究センターと国際マスイメージングセンターが設置された。

講演では、国際マスイメージングセンターにおける、光量子技術、質量分析技術、イメージ 

ング技術の医学生物学応用の取り組みと最近の成果が発表され議論された。 
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講演 4. 16：05〜16:55 (座長：高橋俊博） 

渡辺賢一特任教授（新潟大学医歯学総合研究科生活習慣病予防検査医学） 

「新潟から世界に発信一一心臓の RI 画像解析」 

共用設備基盤センター放射性同位元素部門で実験し、Circulation-JBC-Brit J Pharmacol・J 

Nucl Medなど世界に向かって発表した成果の一部が紹介された。動物モデルを用いた心臟核医

学を検討するにあたり、適切な RI 投与量•集積などが不明でまったくの初歩から開始した研究

であり、MIBG，2DG*BMIPP，9MPAなどの様々な標識薬剤やTLC法を用いた結果が報告された。 

 

閉会挨拶 竹林浩秀教授（共用設備基盤センター副センター長） 

 

 

  
写真 1 写真 2 

 
高橋 均 研究担当理事のあいさつ(写真１)を皮切りに、各々の研究者のイメージング研究につ

いて紹介いただき、活発な議論が行われました。最後まで参加していただいた方達と集合写真

を撮り終了しました。(写真２) 暴風雪という悪天候の中、総勢２８名に参加していただきまし

た。テーマを変えながら年１回のペースで継続していきたいと考えております。もし取り上げ

て欲しいテーマがありましたら担当者までご連絡下さい。 
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Ⅲ 活動報告 

１．戦略企画室 

 

設備戦略企画室（Office for Open Facility Development）が正式に設置されたのは、機器

分析センターなど既存の共同利用施設を統廃合することにより設置された共用設備基盤センタ

ーの運営が開始された平成 29 年 2 月である。センターの設立の準備段階から、設備戦略企画室

の役割と担当業務を明確にするための努力がなされてきた。本稿では、設備戦略企画室について

簡単な紹介と、これまで行なってきたことを述べることで活動報告とさせていただく。 

共用設備基盤センターのミッションを簡潔に要約すれば、中・大型機器の全学共用化と一元

的管理により、研究者が使いたい設備に部局・キャンパスの枠組を超えてアクセスし、低コスト

での利用、適切な技術支援サービスを受けることを可能にする制度の構築である。設備戦略企画

室はセンターの業務を円滑にするために設けられ、機器分析部門と放射性同位元素部門とは独立

したセンターの一部門であり、センター長に直属する。 

 

設備戦略企画室の役割 

 

1. 設備マスタープラン策定 

研究設備の更新と新規導入は、新潟大学の研究基盤の維持と強化に不可欠である。設備マス

タープランは、研究設備整備の年次計画であり、設備の更新と新規導入は原則的に設備マスター

プランに従って実施される。 

設備マスタープランの策定は、全教員に対するアンケート調査から得られた集計結果を資料

として用いる。アンケートはネットワークを利用して、更新を希望する現有設備と新規導入を希

望する設備（いずれも 1,000 万円以上を目安とする中・大型研究設備）を選んでもらう。機器名

とメーカー名、利用状況、更新理由、新規導入理由、機能、設置場所、共用状況あるいは共用可

能性など質問は多岐にわたるため、本学の研究者が必要としている設備のみならず、設備に関す

る詳細な情報が入手できる。また、研究動向の変化に対応するため、設備マスタープランは定期

的に更新される。アンケートは全学の研究室、講座を代表する研究者を対象とする 1次アンケー

トと全教員を対象にする 2次アンケートから構成される。1次アンケートで選ばれた更新及び新

規導入を希望する設備を集計し、2次アンケートでは 1次アンケートの結果に基づいて作成した

更新及び新規導入希望設備リストのなかから希望する設備を選ぶとともに、リストにはない希望

設備についても記入してもらう。このアンケートは現時点ですでに実施しており、1次アンケー

トは 88 人の研究者、2 次アンケートでは 240 名を超える研究者からの回答を得ている。この種

のアンケートの実施は本学では初めての試みであり、研究者のニーズに応え、大学の研究力強化

に資する設備マスタープラン策定に活かしていきたい。 
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2. 共用設備基盤センターの実施する施策の検討 

共用設備基盤センターは、1) 部局・キャンパスの枠組を超えたオンライン予約システム

による共用設備の一元的管理（検索・予約・利用料金集計・課金）、2) 中・大型設備の集約

化による管理と利用の効率化、3) 研究設備の共用化促進、4) 共用設備の実態調査に基づい

た中・大型研究設備の整備計画（設備マスタープラン）策定の 4つの事業（研究設備全学共

用化推進事業）に取り組んでいる。それぞれの事業を実現するための具体的な施策は、セン

ターの運営委員会に属する専門委員会で検討される。専門委員会は全学の意向を反映させる

ため本学の関連部局を代表する委員から構成され、設備戦略企画室マネージャーが委員長を

つとめ、施策の最終案の取りまとめを行なう。 

これまで、設備マスタープラン策定のためのガイドラインの作成、研究設備全学共用推進

事業の施策の検討、文部科学省の委託業務である先端研究基盤共用設備促進事業（新たな共

用システム導入支援プログラム）申請の取りまとめなどを行なってきた。 

 

3. 利用相談窓口業務 

共用設備基盤センターはすでにオンラインで研究設備の検索、予約、利用料金集計、課金

が行なえるシステム（OFaRS）を立ち上げている。このオンライン予約システムを補完するた

めに、設備戦略企画室は利用者からの問合せに対応する窓口となる。どのような研究設備を

使えばよいのか、設備を利用するにはどのような手続きが必要か、どのくらいの利用料金に

なるのか、設備利用の具体的な技術支援など、多くの疑問に答える窓口として機能すること

が求められている。問合せは E-メール（support_ccrf@cc.niigata-u.ac.jp）で受け付け、

共用設備基盤センター教職員をはじめ、機器分析のエクスパートが回答できる体制を構築す

る。 
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2．機器分析部門 

 

〔開 催 記 録〕 

○ 部門会議 

  

・第 3回 (平成 29 年 4 月 25 日(火))  五十嵐キャンパス 物質生産棟 161 室 

・第４回 (平成 29 年 5 月 19 日(金))  五十嵐キャンパス 共同研究棟 2号棟セミナー室 

・第 5回 (平成 29 年 6 月 13 日(火))  旭町キャンパス共用設備基盤センター設備戦企画室 

・第 6回 (平成 29 年 7 月 13 日(木))  旭町キャンパス共用設備基盤センター設備戦略企画室 

・第 7回 (平成 29 年 9 月 8日(金))    五十嵐キャンパス 共同研究棟 2号棟セミナー室 

・第 8回 (平成 29 年 10 月 13 日(金))  旭町キャンパス 共用設備基盤センター設備戦略企画室 

・第 9回 (平成 29 年 11 月 10 日(金))  旭町キャンパス 共用設備基盤センター設備戦略企画室 

・第 10 回 (平成 29 年 12 月 8 日(金))  旭町キャンパス 共用設備基盤センター設備戦略企画室 

・第 11 回 (平成 30 年 1 月 19 日(金))  五十嵐キャンパス 共同研究棟 2号棟セミナー室 

・第 12 回 (平成 30 年 2 月 13 日(火))  旭町キャンパス 歯学部 A棟 リフレッシュルーム 

  

○ 研究集会・展示会など 

  

・平成 29 年 12 月 20 日(水) 第 1 回 共用設備基盤センター 分析機器展示会 

（SEM，(株)日立ハイテクノロジーズ） 

 

〔活 動 記 録〕 

○ 会議出席 

 

・平成 29 年 8 月 4日(金)     設備サポートセンター整備事業キックオフシンポジウム 

（宮崎大学 創立 330 記念交流会館 コンベンションホール） 

・平成 29 年 10 月 20 日(金)   平成 29 年度 国立大学法人機器・分析センター協議会総会 

                    （当番校：室蘭工業大学，ホテルサンルート室蘭） 

・平成 30 年 2 月 1日(木)     第 4 回 設備サポートセンター整備事業シンポジウム 

（主催：東京農工大学，ルミエール府中） 

・平成 30 年 2 月 1日(木)      国立大学法人機器・分析センター協議会 広報委員会 

（ルミエール府中） 
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○ 講義など 

 

・平成 29 年 8 月 28 日～9月 1日 大型機器分析技術 (古川貢，寺口昌宏，木村勇雄， 

大島勇人，三ッ井敏明，金古堅太郎) 

 

○ 研修など 

 

・平成 29 年 9 月 6日(水)   JASIS 2017 

（幕張メッセ） 

・平成 29 年 11 月 7 日(火) TEM 講習会 

                        （主催：長岡技科大） 

・平成 29 年 12 月 5 日(火) TEM 講習会 

（主催：長岡技科大） 

・平成 29 年 12 月 7 日(木) 表面観察解析セミナー 

                        （主催：高山理化精機(株)/(株)日立ハイテクノロジーズ， 

ハイブ長岡） 

・平成 29 年 12 月 20 日(水) TEM 講習会 

                        （主催：長岡技科大） 

・平成 29 年 12 月 21 日(木) SEM デモ 

                        （主催：日本電子(株)） 

 

 

[X 線回折利用者講習会] 

  

１．平成 29 年 4 月 18 日(火) 14：00～15：00 

 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

２．平成 29 年 4 月 1８日(火) 16：00～17：00 

 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

３．平成 29 年 4 月 19 日(水) 14：00～15：00 

「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

4．平成 29 年 4 月 19 日(水) 15：00～16：00 

 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

5．平成 29 年 4 月 20 日(木) 14：00～15：00 

 「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

6．平成 29 年 4 月 21 日(金) 14：00～15：00 

「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 
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[NMR 利用者講習会] 

  

１．平成 29 年 4 月 18 日(火) 9：00～10：30 

 「NMR 装置の使用方法」 

２．平成 29 年 4 月 19 日(水) 10：30～12：00 

 「NMR 装置の使用方法」 

３．平成 29 年 4 月 20 日(木) 9：00～10：30 

「NMR 装置の使用方法」 

4．平成 29 年 4 月 20 日(木) 9：00～10：30 

「NMR 装置の使用方法」 

5．平成 29 年 4 月 21 日(金) 10：30～12：00 

「NMR 装置の使用方法」  

6．平成 29 年 4 月 26 日(水) 10：30～12：00 

「NMR 装置の使用方法」  

 

 

 [EPMA 利用者講習会] 

  

１．平成 29 年 4 月 27 日(木) 10：00～12：00 

 「EPMA 分析試料の前処理」 

２．平成 29 年 5 月 9 日(火) 10：00～11：00 

 「SEM 試料の前処理」 

３．平成 29 年 5 月 10 日(水) 10：00～11：00 

 「SEM 試料の観察」 

4．平成 29 年 6 月 15 日(木) 10：00～12：00 

 「SEM 試料の前処理と観察」 

5．平成 29 年 6 月 26 日(月) 10：00～12：00 

 「EPMA 分析試料の前処理」 

6．平成 29 年 7 月 11 日(火) 10：00～12：00 

 「EPMA 分析試料の前処理」 

7．平成 29 年 7 月 20 日(木) 10：00～12：00 

 「SEM 試料の前処理と観察」 

8．平成 29 年 7 月 26 日(水) 10：00～12：00 

 「EPMA 分析試料の前処理」 

9．平成 29 年 9 月 12 日(火) 10：00～12：00 

 「SEM 試料の前処理と観察」 
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10．平成 29 年 9 月 22 日(金) 10：00～12：00 

 「SEM 試料の前処理と観察」 

11．平成 29 年 10 月 6 日(金) 10：00～12：00 

 「EPMA 定性分析のデータ解析」 

12．平成 29 年 12 月 5 日(火) 10：00～12：00 

 「EPMA 定性分析のデータ解析」 
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３．放射性同位元素部門 

 本学では、多くの教員・学生がＲＩや放射線を利用して研究を実施しているが、本学におけ

るＲＩ教育・研究の円滑な推進およびＲＩに係る安全管理の中心的役割担うことを目的として本

部門は設置されている。本部門の最も重要な業務は、放射線施設の管理運営、放射線研究機器を

教育研究に供すること、および、放射線業務従事者の管理にある。 

平成 29 年 10 月 1 日には、同年 2月 1日に発足した放射性同位元素部門（旧アイソトープ総合

センター）と自然科学系附置ＲＩセンターの両者を統合し、それぞれ旭町ＲＩ施設、五十嵐ＲＩ

施設と名称を変更した。また、両施設の将来構想の検討の場として「ＲＩ施設共用化推進委員会」

を設置した。 

（１）放射線取扱者に対する全学教育訓練 

この教育訓練は、平成 7年度より放射性同位元素部門旭町ＲＩ施設（旧アイソトープ総合セ

ンター）が中心となり企画・実施をしている。この講習会は法令に基づくもので、放射線を用い

た研究を実施する者全てに受講させねばならないものとなっている。本学の放射線施設利用者だ

けでなく、他大学等の放射線施設を利用する本学の研究者・学生に対しても実施する必要がある。

近年、大型の放射線研究機器を備えた全国共同利用施設等の利用も進んでおり、本学の研究活動

を支える重要な業務の一つである。 

定期教育訓練は、各部局の協力のもと、五十嵐地区で一回、旭町地区で二回の計三回を実施

した。このほかに必要に応じて臨時の講習会（補講）を実施した。以下に平成 29 年度の教育訓

練の受講者数と実施プログラムを示す 
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【定期講習会】 

 

【臨時講習会（補講）】 

実施年月日 区分 会場 

平成29年6月22日 新規、再教育 旭町ＲＩ施設 

平成29年8月3,4,7日 新規 旭町ＲＩ施設 

平成29年12月5日 新規 旭町ＲＩ施設 

平成29年12月8日 新規、再教育 旭町ＲＩ施設 

平成29年12月12日 再教育 五十嵐ＲＩ施設 
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（２）旭町ＲＩ施設 

 旭町 RI 施設は、平成 5年に全国の国立大学の中で第 13 番目に設置されたアイソトープ総合セ

ンターをその前身としており、設立以降現在に至るまで、本学における RI・放射線の安全管理の

中心的役割を担っている。 

 本学の RI 研究の多様なニーズに応えるため、本施設は多核種・大量の RI を使用できる施設と

して設計・運用されており、RI 標識薬剤による小動物トレーサー実験、遺伝子や蛋白質の解析、

放射線検出器の開発、ガンマ線照射装置による放射線照射研究などに利用されている。平成 28

年度の登録従事者数は 224 名であった。 

【登録従事者数（平成 28 年度）】 

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医歯学総合研究科

（医） 

分子細胞医学・薬理学分野   4  

33 

細胞神経生物学分野   1  

ウイルス学分野   2  

免疫・医動物学分野   4  

細菌学分野   3  

分子生物学分野   3  

分子細胞機能学分野   1  

神経解剖学分野   1  

分子細胞病理学分野   1  

血液・内分泌・代謝内科学分野  3  

消化器内科学分野   1  

機能分子医学寄附講座   3  

病態栄養学寄附講座   2  

呼吸器内科学分野   3  

腎医学医療センター   1  

医歯学総合研究科

（歯） 

歯科薬理学分野   1  

8 
口腔生化学分野   1  

口腔解剖学分野   3  

顎顔面口腔外科学分野   3  

保健学研究科 
放射線技術科学分野   3  

9 
検査技術科学分野   6  

医学部・保健学科 放射線技術科学専攻   4  4 

脳研究所 

脳科学リソース研究部門 プロジェクト研究分野  1  

16 
基礎神経科学部門 

細胞神経生物学分野  8  

分子神経生物学分野  3  

統合脳機能研究センター  
臨床機能脳神経科学分野  1  

生体磁気共鳴学分野  3  
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医歯学総合病院 

生命科学医療センター 輸血・再生医療部門  1  

12 

総合周産期母子医療センター  2  

高密度無菌治療部   1  

循環器内科   3  

小児科   5  

自然科学研究科（理） 

無機物質化学講座   2  

5 物性科学講座   1  

分子細胞科学講座   2  

自然科学研究科（工） 

化学システム工学科 
物質化学講座  4  

10 
物質生物工学講座  1  

機能材料工学科 材料開発工学講座  2  

機械システム工学科 機械科学講座  3  

旭町 RI 共同利用施設   1  1 

アイソトープ総合センター   4  4 

新潟薬科大学 
薬学部   1  

3 
応用生命科学部   2  

   合計 105 

 

 （学生実習） 

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医学部保健学科 

放射線技術科学専攻 2 年生 39 

119 放射線技術科学専攻 3 年生 40 

検査技術科学専攻 3 年生 40 

 合計 119 

 

28年度登録者 合計 224名 

 

【ＲＩ受入量（平成 28 年度）】 

核種 放射能量 

C-14 4.4 MBq 

P-32 782.7 MBq 

S-35 180.7 MBq 

合計 967.8 MBq 

 

 

 

【廃棄物引渡量（平成 28 年度）】 

廃棄物の種類 引渡数量 

可燃物 3 本（50L ドラム缶） 

難燃物 4 本（50L ドラム缶） 

不燃物 1 本（50L ドラム缶） 

動物 5 本（50L ドラム缶） 

無機液体 1 本（25L 容器） 

有機液体 1 本（25L 容器） 
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【設置機器】 

I 放射線管理機器 

Ａ. 放射線監視システム 

   ベータ線水モニター 

   ベータ（ガンマ）線ガスモニター 

   ヨウ素モニター 

   ガンマ線水モニター 

   ガンマ線ガスモニター 

   ガンマ線エリアモニター 

   入退管理システム 

   ハンドフットクロスモニター 

   ポータブルエリアモニター 

 

B.  サーベイメーター 

 ＧＭサーベイメーター 

電離箱サーベイメーター 

 シンチレーションサーベイメーター 

 125Ｉ用サーベイメーター 

 アルファ線サーベイメーター 

 簡易サーベイメーター 

 中性子サーベイメーター 

 

Ｃ. 放射線防護機器・教育機器 

    ポケット線量計 

 電子線量計 

 プロテクションシールド 

 ＲＩ用エプロン 

 ＲＩ用耐火性保管庫 

 固体廃棄物容器 

 液体廃棄物容器 

 標準型鉛容器 

 鉛ブロック 

 カリフォルニア型フード 

 遠赤外動物乾燥装置 

 

II 一般理化学機器 

オートラジオグラフィ用遮蔽鉛箱 

ガンマ線照射装置 

バイオイメージングアナライザー 

高速液体クロマトグラフ装置 

分光光度計 

微量精製装置 

凍結切片作成装置 

キュリーメーター 

多機能超遠心機 

卓上超遠心機 

マイクロ冷却遠心機 

小型微量遠心機 

汎用卓上遠心機 

遠心濃縮機 

電気泳動装置 

ゲル乾燥システム 

ゲル撮影キャビネット 

UVイルミネーター（312/254nm） 

ハイブリダイゼーションオーブン 

振とう恒温槽 

アルミブロック恒温槽 

投げ込み式クーラー 

振とう機 

自動pH/血液ガス分析装置 

クリーンベンチ 

オートクレーブ 

ＣＯ２インキュベーター 

インキュベーター 

動物飼育装置 

ラボフリーザー 

純水製造装置 

カートリッジ純水器 

アイスメーカー 

送風定温乾燥機 
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PCRサーマルサイクラー 

ホールプローブ 

pHメーター 

生物顕微鏡 

倒立型顕微鏡 

実体顕微鏡 

簡易型顕微鏡撮影装置 

超音波ホモジナイザー 

ホモジナイザー 

超音波洗浄機 

低バックグラウンド液体シンチレーション 

オートウェルγシステム 

液体シンチレーションカウンター 

マイクロチューブミキサー 

タッチミキサー 

マグネチックスターラー 

ペリスタポンプ 

ホットプレート 

天秤 

オシロスコープ 

ファンクションジェネレーター 

マルチチャンネルアナライザー 

マルチパラメーターADC 

陽電子消滅寿命測定システム 

β線用ＧＭカウンター 

NaIシンチレーションディテクター 

Ｇｅ半導体検出システム 

プラスチックシンチレーション検出器 

二重収束型質量分析器 

Nd:YAGレーザー・色素レーザー 

放射線計測回路 

放射線検出器用高圧電源 

工作機械 

電気炉 

真空ポンプ 

特殊ガス設備（窒素ガス、圧縮空気、真空） 

 

 

【実習】 

 平成 28 年度に旭町ＲＩ施設にて実施された実習等 

放射化学実験 第 2期 金曜日 3，4限 医学部保健学科放射線技術科学専攻 2年 

RI 検査科学実習 第 2期 火曜日 3，4限 医学部保健学科検査技術科学専攻 3年 

放射線管理学実験（一部の項目）H28.12.11 実施分 医学部保健学科放射線技術科学専攻 3年 
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（３）五十嵐ＲＩ施設 

放射性同位元素部門五十嵐地区 RI 施設(旧自然科学系附置 RI センター)の平成 28 年度の登録

従事者数は自然科学系を中心に 268 名であった。内訳については表 1 内に示す。施設利用申請

は理工農学部合わせて 24 件あり、トレーサー利用、RI を利用した遺伝子と発現解析、トリチ

ウムを用いた反応解析研究、超アクチノイド元素研究などが行われた。28 年度中の RI 受入は 2

核種 66.6 MBq であり、RI 譲受は 4 核種 5MBq であった。また廃棄物引渡は可燃物 1 本、難燃

物 5 本、有機液体 1 本であった。 

運営に関して、平成 28 年度にアイソトープ総合センターが大学機能強化を目的として機器分

析センター、旭町地区放射性同位元素共同利用施設と統合し、研究推進機構共用設備基盤セン

ターとして設置されることを受けて、五十嵐地区における同位元素利用施設である自然科学系

附置 RI センターについても平成 29 年度上半期を目途に共有設備基盤センターへ統合すること

が決定された。このため平成 28 年度においてはこれに向けての準備作業が行われた。 

 

表*. 1 五十嵐 RI 施設 平成 28 年度施設管理状況 

【登録従事者数（平成 28 年度）】      
部局 教職員 学部生 大学院生 その他 合計  

教育学部 1 2 0 0 3  

農学部 17 23 28 0 68  

理学部 33 40 65 1 139  

工学部 12 14 31 0 57  

その他 0 0 0 1 1  

合計 63 79 124 2 268  

 

【RI 受入量】  【廃棄物引渡量】   
核種 放射能量  廃棄物の種類 引渡数量  
32P 64.75 MBq  可燃物 1 本（50L ドラム缶）  
14C 1.85 MBq  難燃物 5 本（50L ドラム缶）  

合計 66.6 MBq  有機液体 1 本（25L 容器）  

 

【RI 譲受量】   

核種 放射能量   
88Zr 1 MBq  
95Nb 2 MBq  
175Hf 1 MBq  
179Ta 1 MBq  

合計 5 MBq  
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（４）その他の活動 

南相馬市長との懇談会 

 
 放射性同位元素部門では、医学部、農学部、歯学部、工学部などの教職員と協力して南相馬市

など福島第一原子力発電所事故被災地での調査研究や支援等の活動を実施してきた。それらの活

動に対する御礼のため南相馬市の桜井勝延市長が新潟大学を訪問くださることになり、平成 29
年 10 月 24 日に本学の学生・教職員との意見交換を行う懇談会を保健学科と共同で開催した。 
桜井市長からは「東日本大震災とその後 南相馬市の現状と復興に向けた課題」というタイ

トルで、震災による被害、生産年齢人口及び医療スタッフの減少、除染時の苦労、福島ロボッ

トテストフィールドの取り組みなどについてご講演頂いた。その後、本学の東日本大震災関連

活動について、調査研究・支援等を実施してきた学生・教員から計 8 件（学生 3 件、教員 5
件）の発表があった。各発表に対し、市長からのコメントや質問を交え、意見交換がなされ、

本活動の意義に関する相互理解が得られた。 
本懇談会には計 54 名（南相馬市から 2 名、新潟大学から 32 名の教職員と 15 名の院生・学

生、一般（不明含む）から 5 名）の参加者があった。本学の理系全分野（医学、保健学、歯

学、理学、工学、農学）を含む 10 以上の部局からの参加者があった事から幅広い分野の方々が

南相馬市における調査研究及び社会貢献活動に対して関心を持っている事がうかがえる。 
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桜井勝延南相馬市長との懇談会 プログラム 
 

日時：２０１７年１０月２４日（火） １５：５０ ～ １７：２０ 

場所：新潟大学医学部保健学科 E棟 1階 自習室（旭町キャンパス） 

司会： 新潟大学医学部保健学科 齋藤智子 

 

15:50～15:55( 5 分)  

開会の挨拶 新潟大学医学部保健学科 青木萩子 

15:55～16:25(30 分)  

桜井勝延 南相馬市長 講演 

 

16:25～17:15(50 分)  

東日本大震災関連の各種活動についての講演（1件 5分、質疑応答除く） 

 

０． 16:25～ チーム毘沙門の活動について 

                        新潟大学名誉教授 内藤眞 

１． 16:31～ 自動車走行サーベイシステム ASURA の紹介 

                      新潟大学研究推進機構 後藤淳 

２． 16:37～ 放射性セシウム分布の推定と被ばく線量の低減方法の検討 

             新潟大学大学院自然科学研究科 修士 2年 遠藤良 

３． 16:43～ 南相馬市の復興の一助となる情報発信 

                新潟大学工学部情報工学科 4 年 福島優希 

４． 16:49～ 原発災害により長期に避難している壮年期男性の睡眠とストレス 

                    新潟大学医学部保健学科 岩佐有華 

５． 16:55～ 仮設住宅訪問活動～「ささだんご」としてのこれまでの活動と学び 

            新潟大学医学部保健学科 4 年 伊藤江美、大関加那子 

６． 17:01～ より安心なコメの生産にむけて 

                 新潟大学大学院自然科学研究科 吉川夏樹 

７． 17:07～ 被災動物の生殖細胞および経世代影響の解析 

                 新潟大学大学院自然科学研究科 山城秀昭 

17:15～17:20( 5 分)  

閉会の挨拶 放射性同位元素部門長 内海利男 
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Ⅳ 利用状況 

１．研究紹介 

機器分析部門 

 

ヒトのデンタルバイオフィルムの包括的研究 
 

                          歯学部 野杁由一郎 
 
1. はじめに 

新潟大学共用設備基盤センター報に、ユーザーの研究紹介記事について発表する機会が与え

られたことに感謝しつつ、センターの活動内容の一端の報告という意味で、センターの X 線

マイクロアナライザー（以後 EPMA と略す）を用いた研究成果についてご紹介したい。 
 デンタルバイオフィルムとは、日本語では歯垢、旧称ではデンタルプラークとなるが、バ

イオフィルムとそれらの関係については、図 1 を参照して頂きたい。 

 
我々のグループは、デンタルバイオフィルムの実態解明を目指し、ヒトの歯肉縁上バイオフィ

ルムと縁下バイオフィルム、あるいはヒトの感染根管内バイオフィルムや根尖孔外バイオフィル

ムを種々の解析方法で検索し、多数の論文発表を行ってきた 1-3,5-7,11)。 
図 2 は、歯肉縁上バイオフィルムと歯肉縁下バイオフィルムを示したシェーマであり、歯肉縁上バ

イオフィルムは、主に歯肉炎やう蝕の原因であり、歯肉縁下バイオフィルムは歯周炎の主因となる。 
他方で、デンタルバイオフィルムの制御方法、コントロール法に関する in vitro 研究をオリジナル

に開発したバイオフィルム形成モデル上で行い、多数の論文発表を行ってきた 4,7-10)。一般的にバイ

オフィルムは抗生物質に抵抗性を示すが、デンタルバイオフィルムもまさしくである。その理由と

して以下の 3 つのことが考えられている。すなわち、1）バイオフィルム表層（菌体外マトリックス）

で抗生物質の浸透が阻害、2）バイオフィルム内の細菌の遺伝子が変異して抗生物質に対する抵抗性

図１．バイオフィルムの概念図 
バイオフィルム自体は工業界や自然界の、固相と

液相あるいは気相の界面に形成される細菌塊で、歯に

形成されたものがデンタルバイオフィルムである。そ

して、病原性バイオフィルムと重なった部分（黒色部）

が、口腔バイオフィルム感染症（う蝕：むし歯や歯周

病など）を惹起するバイオフィルムである。 

バイオフィルム 

デンタルプラーク 

デンタル 
バイオフィルム 

病原性バイ

オフィルム 
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を獲得、3）栄養の欠乏や代謝産物の蓄積による菌体の代謝が低下、である。よって、日々のブラッ

シングによる機械的除去が最も有効な手段であり、洗口剤や含漱剤は補助的（補完的）に用いられ

る。このような背景の下、我々は、新規化学的コントロール法の開発を目指し、三次元蛍光イメージ

ング法を用いてバイオフィルム内への抗菌物質の浸透・拡散・殺菌効果発現状況を解析して、バイオ

フィルムの除去・破壊を効果的に実施可能な薬物・薬剤の評価を行っている 7-10)。 
バイオフィルムの基本構造とその特徴による歯石形成のメカニズムを以下に示す（図３）。 

歯石は、唾液や歯周ポケット内の浸出液に由来する無機塩がバイオフィルムに沈着し石灰化し

たものと定義され、歯周炎や歯肉炎のリテンションファクター（修飾因子：凹凸によりデンタル

バイオフィルム形成を促進する）であることから、早期に除去することが推奨されている。成分

は、無機質が約 90％、有機質が約 10％で、リン酸カルシウムを主成分とし、ヒドロキシアパタ

イトなどが含まれ、歯周炎の直接的原因とはならない。 
 
２．グルコン酸クロルヘキシジン(CHG)がデンタルバイオフィルムへのカルシウムおよびリン

の沈着に与える影響 
 CHG は水溶性の化合物で、一般細菌および酵母様真菌（カンジダ）に有効な医療用殺菌薬で

ある。皮膚に対する刺激が少なく、経口毒性が低いことから、手術時の手洗い、手術部位の消毒

や洗口液の殺菌成分として添加されている。CHG 含有洗口液は、とくに欧米において使用実績

が長く、0.05－0.2%の CHG が有効成分として含まれている。陽イオン性化合物である CHG は、

陰イオン性を示す細菌表層に吸着し細胞膜に傷害を与えるとともに、歯の表面、粘膜、舌、ペリ

クルや唾液にも吸着し、最大 12 時間まで殺菌効果が持続する。ところが、口腔内を貯蔵庫とし

て数時間留まることで優れた予防効果を発揮する一方で、長期継続使用により歯表面の着色、歯

石がつきやすくなる、味覚障害や舌背の変色等の副作用が報告されている。CHG の長期継続使

図 3．バイオフィルムの基本構造と歯石の形成メカニズム 
バイオフィルム表層は、主に多糖体からなる高分子菌体外マトリッ

クス様構造物で被覆され、内部には栄養や水分運搬のチャネルが存在

する。1）菌体外マトリックスは陰イオン性で陽イオン交換樹脂様に作

用するため、2）Ca2+,Mg2+,Ca2+,K+等の陽イオンを取り込み、3）チャ

ネルを介して深部まで運ばれ、歯面での歯石形成の一端を担う。 

図２. デンタルバイオフィルムのシェーマ 
縁上と、縁下のバイオフィルムに大別され、縁下バイオフィ

ルムは別称：歯周ポケット（歯周炎の病態そのもの）内バイオ

フィルムと呼ばれ、歯面付着性、弱（非）付着性、上皮関連バ

イオフィルムに部位的に分類される。 



－ 28 －

28 

用による歯石形成の助長は、これまで臨床知見として報告されてきたが、その機序の詳細は明ら

かではなかった。そこで、歯石形成の第一段階であるバイオフィルムへのカルシウムとリンの沈

着に着目し、CHG 作用後の人工デンタルバイオフィルムモデルへのカルシウム(Ca)および無機

リン酸（Pi）の取り込みを、基盤センター所有の分析機器である EPMA を用いて解析したので

紹介する 14)。 
 
2-1. 人工デンタルバイオフィルムモデル 
 MBECTM device（以下 MBEC）を用いて、ヒト唾液由来細菌を３日間嫌気培養することで人

工デンタルバイオフィルム（ex vivo）モデルを作製した。MBEC は、96 穴の蓋にエナメル質と

同成分のハイドロキシアパタイトの粒子をコーティングしたペグ（突起物）が装備されており、

口腔内をある程度模倣し、規格化したバイオフィルムが作製可能である（図４）。 

2-2. CHG 作用後の Ca および Pi のバイオフィルムへの取り込み 
 ３日培養することで作製したバイオフィルムに蒸留水（コントロール; DW）もしくは 0.12% 
CHG を１分間作用させた。作用後、Ca と Pi を含む石灰化溶液に移し、12 時間培養した。さら

に、12 時間ごとに DW もしくは CHG への作用と新鮮な石灰化溶液への浸漬を繰り返し、最大

で 48 時間培養した。各時間の試料(n=4)を EPMA で解析し、各試料から３領域を無作為に抽出

し、領域内の Ca:Pi を比較した（図５）。 

 図６に実験５日後（バイオフィルム形成期３日＋ミネラル吸収期２日）の SEM 像の代表例を

示す。DW(A)および CHG 作用群(B)ともに、厚みが増し複雑化したバイオフィルム構造（白矢

印）が観察された。CHG 作用群は、クラスター状の比較的小さいバイオフィルムが集積し、そ

の表面にはさらに微小の石灰物様粒子が観察された（B 挿入図、黒矢頭）。バイオフィルム表層

の Ca:Pi を EPMA にて解析（黒四角内）すると、DW および CHG 作用群ともに、石灰化培地

への浸漬時間の延長とともに、Ca 含有率が増加した。石灰化培地浸漬 48 時間後では、CHG 群

は DW 群と比較して有意に Ca:Pi が高かった（表１）。 

図５ 実験条件。３日間の培養によりバイ

オフィルムを形成させたのち、Ca および Pi
を含む石灰化培地に最大 48 時間浸漬した。

白矢頭は培地交換、黒矢頭は CHG 作用、黒

矢印がサンプリングと解析を示している。 

図４ 人工デンタルバイオフィルム作製

装置。A: 人工デンタルバイオフィルムモ

デルの模式図。培地中の浮遊細菌はペグ

にコーティングされたハイドロキシアパ

タイトに付着しバイオフィルムの形成を

開始する。B: ３日培養後のペグ。ペグ全

面にバイオフィルムが形成している。 
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表１ DW もしくは CHG 作用後のバイオフィルム表層の Ca:Pi（平均±SD, n=12） 
 浸漬前 12 時間後 24 時間後 48 時間後 
コントロール群 0.91±0.20 1.06±0.12 1.12±0.18 1.16±0.22* 
CHG 群 1.18±0.18 1.20±0.20 1.40±0.26* 

*p<0.05, two-way factorial ANOVA and Steel-Dwass test 
 
 バイオフィルム中で生成したリン酸カルシウムは、口腔内の pH、温度や電解質によって結晶

構造を変える（転移）。これまでの研究報告から、未成熟な歯石（第二リン酸カルシウム・二水

和物）から石灰化度の高いハイドロキシアパタイトに変化するに従って Ca:Pi が高くなることが

わかっており、今回得られた結果から、CHG の使用は早い段階で成熟度の高い歯石を形成する

可能性が示された。 
 
2-3. Clinical Significance 
 CHG 配合洗口液は、とくに欧米において常用されている。今回、３日培養の人工デンタルバ

イオフィルムに対して、CHG を繰り返し作用させながら（計４回）、Ca と Pi の沈着を解析した

ところ、コントロール（DW）と比較して、有意に Ca 含有率の高い粒子が沈着していた。これ

は、１日２回洗口液を使用すると想定した場合、わずか２日間での変化に相当する。今回の結果

から、CHG 配合洗口液がバイオフィルムに作用すると歯石形成を促進する可能性が示されたが、

着目すべきは、CHG 配合洗口液の弊害ではなく、バイオフィルムの除去の必要性である。 
  
３．おわりに 

EPMA の利用によって、CHG 配合洗口液によりデンタルバイオフィルムは、石灰化（歯石形

成）を促進することを証明できた。歯石形成の第一段階は、蓄積したデンタルバイオフィルムへ

のリン酸カルシウムの沈着であるため（図３）、歯科医院での定期的なプロフェッショナルケア

 
図６ 実験５日後（バイオフィルム形成期３日＋ミネラル吸収期２日）の SEM 像（代表例）。

A: CW 群、B: CHG 群。白矢頭：細菌、白矢印：バイオフィルム、黒矢頭：石灰化物様粒子。

Scale bar= 5µm。 
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によりデンタルバイオフィルムを除去することで、CHG 配合洗口液を常用しても歯石が付きに

くくなると考えられる。本研究の成果は、CHG による歯石形成促進の機序を明らかにすること

で、機械的コントロールの重要性を再確認したことである。他方で、自然科学・バイオロジーの

領域、特に生体組織/生体周辺の微量元素分析への EPMA の適応について、今後新たに使用用途

が拡大することを期待している。 
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放射性同位元素部門 

脳研究に最適な遺伝子改変マウスあります 

   

 脳研究所  﨑村 建司 

    

私が属する脳研究所細胞神経生物学分野では、脳機能解析に適した遺伝子改変マウスを系統的

に作出して、脳機能が分子レベルでどのようにコントロールされているのかを解析しています。

それと同時に、遺伝子改変動物作製技術と作製したマウスを内外の研究者に提供する形で広範な

共同研究を進めています。さらに現在は、科学研究費の新学術研究「先端モデル動物支援プラッ

トホーム遺伝子改変マウス作製支援」拠点としての活動と、脳研究所が全国共同利用・共同研究

拠点として進めている活動の一環である脳解析モデル動物の作製と供与の事業を担っています。

年間 30 系統以上の遺伝子改変マウスを樹立して供給していることから、外の研究者はマウス作

りの研究室と認識しており、おまえの所にはこんなマウスは居ないかとか、こんなマウスはでき

ないかとか世界中から問い合わせが来るようになっています。生化学・分子生物学から脳研究に

入った私が、発生工学を駆使する遺伝子改変マウス作製に行き着いた過程を述べると共に、地方

大学から世界に発信するために必要なことは何かを考えてみたいと思います。 

 私が脳に興味を持ったのは子供の時ですが、長じて理科の教師から、この世界にある物質は原

子や分子からできていて、物理や化学の原理からは逃れられず、生物といえどもその例外ではな

いと言われたことから、生化学に興味を持ちました。たまたま目にした新潟大学理学部の簡単な

シラバスの中の「タンパク質生合成機序の解明」という文句につられて、化学科に入学しました。

学問以外のことに心を奪われていた学生時代ですが、３年生の時に J.ワトソンの「遺伝子の分

子生物学」という教科書に出会い、改めて分子生物学こそが生命の謎を解く方法だと思うように

なりました。学部４年生で菅野浩教授が主宰される生体物理化学教室に入れて頂き、修士課程を

含めた 3年間で生化学、分子生物学の手ほどきを受けました。その頃、五十嵐地区には液体シン

チレーションカウンターがなく、脳研究所の RI 施設まで借り行きました。その時親切に機器の

使用法を教えてくださった脳研究所神経薬理学教室の高橋康夫教授が、脳の機能を生化学的手法

で解こうとしておられることを知って、博士課程に進学しました。高橋先生は、脳で特異的に発

現している分子は、脳機能を担っているという仮説を基に研究を展開されておられ、私が与えら

れたテーマは、脳に特異的に存在し 14-3-2 タンパク質と呼ばれていた分子の解析でした。この

分子は、解糖系酵素エノラーゼの脳型アイソザイムで、後に神経特異的エノラーゼ（neuron 

specific enolase: NSE）と名付けられたものです。この分子の cDNA クローニングをするため

に、当時東京大学薬学部微生物薬品化学教室におられた帯刀益夫先生のもとに押しかけて、遺伝

子工学の手ほどきを受けました。当時逆転写酵素（reverse transcriptase）は市販されておら

ず、米国からこの酵素を持ち帰った人がいる所でしかできない研究でした。NSE cDNA クローニ
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ングは難渋しましたが、1985 年の PNAS に出すことができ、このことが、分子生物学こそが脳機

能を解く最善の手法だと確信する契機となり、また研究者になる覚悟が決まりました。 

高橋先生の定年退官後に、京大医化学沼研究室から三品昌美先生が後任として着任されました。

私は留学をするつもりで準備していたのですが、彼から、もし協力してくれるのであれば、グル

タミン酸受容体の研究をやりたいと持ちかけられ、「どうせやるのであれば面白いことやらへん

か」という殺し文句で心を決めました。それからはまさに怒濤の展開で、約 2年間でグルタミン

酸受容体の主要なサブユニット 16 種類が、我々を含む世界の 4 つの研究室でほぼ同時期に発見

され、Nature、Science など主要な科学雑誌に競って投稿されました。その競争は激烈を極め、

それこそ寝る間も惜しんで働き、小さかった息子に「お父さんまた来てね」と言われたのもその

頃です。最も時間を取られたのは DNA 塩基配列の決定で、32P ラベルの核酸を前駆体に使い、90cm

もあるゲル板での電気泳動、X線フィルムへの露光、現像のステップを踏みながら一つずつ配列

を決めました。昨今のシーケンス技術の進歩はまさに隔世の感があります。この世界的な成果を

上げた時期に研究者として働いていたのは、三品先生と私、そして三品先生から 1年遅れて新潟

に来た現在富山大学医学部生化学教室の森寿君の 3人で、DNA のシークエンスだけしかできない

大学院生を叱咤激励して論文を作りました。この時得た教訓は、世界が注目している問題に正面

から取り組み、最も重要だと思われる一点にラボの総力を集中して研究すれば、地方の弱小ラボ

でも世界に伍する成果が上げられる、というものです。そのためには勇気がいります。競争の激

しい所から逃げてしまうと、世界から認められる仕事にはなりません。三品先生は Nature３報

を含む 20 編以上の論文を 2年半ほどでものにされ、東京大学に去って行かれました。 

残された私はさてどうするかと思い、クローニングした分子が脳の中でどう働いているのかを

検証するには、遺伝子改変動物の手法を使うしかないと思い至りました。当時日本でノックアウ

トマウスが作れる数少ないラボである、つくば理研の相澤慎一先生の協力を得て、NMDA 受容体

サブユニットのノックアウトマウスを作製しました。そのサブユニットの一つ GluN2A が空間学

習と海馬の可塑性に関連することを動物個体で証明した研究は、幸い Nature に載せることがで

きました。この成果は、脳機能を分子レベルで解明するには、遺伝子改変動物を用いた研究しか

ないと言う新たな確信を生みました。しかし、その成功に気をよくして作ったNMDA受容体 GluN2B

サブユニットノックアウトマウスは、生後すぐに死んでしまうために成体での解析ができず、論

文を出すまで大変な苦労をしました。 

これらの経験から、ノックアウトマウスを用いた研究にも 2つの大きな問題があることに気付き

ました。1つは、解析対象遺伝子の欠損が致死となる場合で、成体での解析が不可能になります。も

う一つの問題は、マウスの遺伝子背景の問題です。それまで一般的にノックアウトマウス作製に利

用されてきた ES 細胞は、技術的な問題から 129 系統マウス由来のものでしたが、この系統のマウス

には脳の奇形などの問題があり、脳機能解析をするためには多大な時間と労力かけて戻し交配をお

こなう必要がありました。発生途中の分子欠損の影響を避けるには、コンディショナルノックアウ

ト法と呼ばれる、臓器や細胞に特異的、かつ発達の時期選択的に遺伝子発現を調節できればよ

いので、これまで様々な取り組みがなされ、現在では Cre/loxP などの組換え系を用いたノック

アウト法とテトラサイクリン応答遺伝子を用いた発現制御法が主に使われています。我々は主
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に Cre/loxP 組換え系を用いて遺伝子

欠損を誘導するマウスを作製してきま

した（図 1）。この方法では、まず標

的とする遺伝子の機能を担うエクソン

を挟むイントロン部分に loxP 配列を

挿入した標的マウス（floxed マウ

ス）を作製します。次に、この

floxed マウスと Cre リコンビナーゼ

を細胞選択的に発現しているマウスを

交配させると、Cre が発現している細

胞でのみ組換えが起こることを利用

し、遺伝子の欠損を誘導するもので

す。それぞれの細胞特異的な Cre 発

現マウスは、限定した細胞での標的

遺伝子の機能を解析するモデルを提供できます。したがって、Cre マウスと標的 floxed マウス

の種類が増えると、解析できる動物が指数関数的に増加する効果があります。さらに現在で

は、もう少し複雑な組換え系を用いて、Cre 依存的に正常遺伝子から疾患遺伝子にエクソンを

スワップできる動物なども作製可能になっています。 

もう一つの問題である遺伝子背

景の問題を解決するには、129 系

統以外の近交系マウス、例えば

C57BL/6 系統マウス由来の ES 細胞

から動物を作れば良いはずです。

そこで我々は独自に ES 細胞の樹立

から取り組みを始めました。培養

に用いる培地の組成と培養条件の

検討を地道に進めて、かなり時間

は掛かりましたが C57BL/6N 系統マ

ウスから ES 細胞を樹立する           

ことに成功しました。 

RENKA と名付けたこの細胞株は、

それまで報告されてきた C57BL/6 系統 ES 細胞と異なり、高効率で生殖系列遺伝するキメラマウ

スの作出が可能で、特許も取得しています。この細胞株とコンディショナルターゲティングの

手法を用いることで、脳研究に適したマウスを作製することが可能になりました。 

ところが実際にマウスの作製を始めると、あちこちのステップで滞ってしまい、なかなかマウ

スができません。その律速となるのは、1）相同組換えを導入するターゲティングベクターの構

築、2）組換え ES 細胞コロニーの同定、3）生殖系列遺伝するキメラマウスの作出の 3 点である

標的とする遺伝子の機能を担うエクソンを挟むイントロン部分に２
個の loxP 配列を同じ向きに挿入した標的マウスをあらかじめ相同
組換え法により作製し、特定の細胞で Cre リコンビナーゼを発現す
るマウスと交配させると当該細胞で遺伝し欠損がおこる。 
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ことがわかりました。そこで我々は、それぞれの問題に教室をあげて取り組み、世界でも類を見

ない迅速かつ高効率で遺伝子改変マウスができる技術開発に成功しました。(図 2)。開発と言っ

ても特別新しいものはなく、出来合いの手法を組み合わせて、各ステップを確実に遂行できるよ

うにしただけです。我々の教室は、現在旭町地区 RI センターのヘビーユーザーですが、これは

いまだに RI を用いたサザンブロット法をスクリーニングに使用しているためです。古くさい技

術を使用していると思われる方も多いと思いますが、少量の試料で確実に結果を出すためには、

これに勝る技術は今のところありません。我々の技術は当然多くの研究者から注目を浴びて、個

人レベルでの共同研究が始まりました。その結果、作製するマウスが増えるスケールメリットに

より、マウス作製に携わる研究者と技術者のスキルがさらに向上し、大量生産により作製に掛る

コストも下がりました。そんな状況の中で、この優れた技術と作製したマウスリソースを広く研

究者コミュニティーへ役立てたいと思うようになりました。丁度その頃、科学研究費特定研究の

「統合脳」での支援事業に手を貸してもらえないかという誘いがあり、公的な支援活動を始めま

した。支援活動はその後も拡大継続され、新学術研究「包括脳」での支援事業、そして現在の新

学術研究「先端モデル動物支援プラットホーム遺伝子改変マウス作製支援拠点」活動に繋がりま

す。すでにこれらの支援事業で新規に樹立して研究者に分与したマウスは 200 系統を超えてお

り、非常に多くの成果を上げています。 

 このような支援活動をやって研究者としてどんなメリットがあるのかと良く聞かれます。人の

ためにマウスを作って何がいいのかと。それに対して、私の目的は、脳機能の分子レベルでの理

解を進めることだからと答えます。この大きな命題に対して、多様な研究者が様々な角度から解

析をおこなっていますが、そられ研究者に解析に適した動物を提供する形で関わることで、研究

は間違いなく進みます。ご存じのように、現在の生命科学の一流誌に論文を載せようとすると、

遺伝子改変動物での検証を含め膨大なデータの提出を求められます。一部の大規模なラボ以外で

は、なかなかそのレベルまでたどり着くことはできません。さらに、昨今の研究を取り巻く状況

から、大型の研究費を持たないと安くなったとはいえ遺伝子改変動物を作製することはそれほど

簡単ではありません。多くの研究者を支援することで、多様な研究の後押しができます。とりわ

け、能力にあふれる若い研究者の支援は、我々の研究フィールドを間違いなく拡大してくれます。 

CRISPR/Cas9 システムなど遺伝子編集法が新たに開発されて、単純な in/del 変異などは簡便

にできるようになり、生命科学のフィールドは大きく変わろうとしています。一方、研究内容の

高度化に比例して、要求されるモデル動物のレベルも高くなり、複雑な遺伝子操作や発生工学技

術の需要が高くなっています。我々が構築した遺伝子改変マウス作製システムとそれに携わる卓

越したスキルを持つ職能集団はその意味で、新潟大学の大きな財産だと思っています。私は、今

年度で定年ですが、脳研究所ではこのマウス作製システムと職能集団を残すべく、組織を改組し

新規にモデル動物開発分野の設立に向けて動いてくれています。新潟大学を脳研究に特化した遺

伝子改変動物作製の世界的な拠点とすべく、私も脳研究所フェローとして、微力ながら関わって

いこうと思っております。 
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